
事故につながった不具合箇所の解消

【事故後の対策】

①界面計取替 (取替済)

②汚泥貯槽水位仮設警報ランプ、ブザー設置 (設置済)

【設備要因】

①常態では凝集沈殿槽内の界面計が槽内の貯留した汚泥量を感知し一定量を超えるとアルカリ汚泥貯槽に汚泥
引抜ポンプにより自動運転で引き抜きを行うが、界面計の故障により手動運転により引き抜き作業を実施。

②自動運転だと汚泥引抜ポンプが自動停止するが、手動運転時は水位センサーがオフとなり、自動停止制御が
働かなかった。
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ハード対策（監視カメラ等の設置による監視体制の構築）
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ハード対策（越流穴及び汚泥返送用ポンプの設置による汚泥貯槽満水防止対策）
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ハード対策（放流遮断弁設置による処理水等緊急遮断対策）

16



ソフト対策（契約書、仕様書の改善）
改善点の一例：業務区分見直しによる役割の明確化
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ソフト対策（危機管理マニュアル） 事故発生時のフェーズの捉え方とフェーズに応じ
た対応（実践等によりブラッシュアップ）
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ソフト対策（教育計画書）
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